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1 事務支援 
1 - 1  
 

調査前チェックリスト 
事務支援の帳票「E工程」、「E6：標札等の設置」の「調査前チェックリスト」に「権利情報の表示設定」を追加しまし
た。 

設定には、「権利名の略称表
示」、「並び替え」、「出力可能
項目と表示順」の設定を追加
しています。 
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 設定に従い、調査前チェック
リストの「その他の登記」に 
権利情報を記載します。 
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 2 公図 CAD 
2 - 1  
 

公図の抜き取り保存 
編集済みの調査図素図および調査図から、指定した用紙サイズによる「抜き取り保存」に対応しました。 
コマンドは、［公図CAD］―［専用作図］―［ツール］―［抜き取り保存］を使用します。 

抜き取り保存は、調査素図また
は調査図のページで実行が可能
です。 

図枠をマウスで配置指定後に
［作成］を実行して別ページに 
抜き取ります。 

コマンドを実行すると、指定した
用紙サイズ（縮尺）で図面上
に図枠が表示されます。 

抜き取り後の図面であっても［専用作図］コマンド
を使用した編集機能は有効です。 
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3 地籍計算 CAD 
3 - 1  
 

ミラー定数の一括訂正 
手簿データの編集で、野帳データに含まれる「ミラー定数」の一括訂正に対応しました。 
［手簿］ステージの［データ編集］―［器械点情報］を使用します。 

複数の器械点を選択した場合
は、リボンが［器械点情報］か
ら［一括訂正］に変わり、ミラ
ー定数も一括訂正の対象となり
ます。 

［器械点情報］では 
［ミラー定数］の設定項目
が追加されています。 
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右クリック 

右クリック 

野帳データ編集のセル項目に［ミラー定数］を追加する場合は、 
・［セル］タブー［項目設定］ー［項目設定］ 
・セルを右クリックして［セル項目変更］－［項目設定］ 
・項目タイトルセルを右クリックして表示されるメニュー 
から［ミラー定数］を指定します。 
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3 - 2  
 

地籍図・筆界点番号図の再作成 
「地籍図（筆界点番号図等）」を作成した後に地番変更があった場合、既存図面に対して変更地番のみ「再作成」
する機能を設けました。 

［地番管理］で以下のような形状の変更が行われた場合 

既存の図面を開いている状態で「地籍図」の図面配置（作図）を実行すると、
「再作成］の設定に［地番ごとに作り直す］を追加しています。 

［OK］すると「再作成」の対象となった
「地番」と「図郭」および「現場プロット」で
は対象が強調表示されます。 

変更される個所を確認後に 
［再図化］となります。 
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3 - 3  
 

地籍図・筆界点番号図の長狭物設定 
図面配置における「地籍図（筆界点番号図等）」を図面配置（作図）する際、地籍図スタイルに「長狭物」と「地籍
枠」に関する設定を追加しました。 

「地籍枠」の設定は「地籍図枠」タブにあります。 

「長狭物」の設定は「地番情報」タブにあります。 
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「長狭物」の［分属表記を行う］：ON 

［長狭物］の設定の作図例 

「長狭物」の［「-」以降は出力しない］：OFF 

「地番名の文字よけ」の［長狭物の回転］：ON 

「地籍枠」の設定の作図例 

［図根点オフセット］：3ｍｍ 
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